
平成２５年１０月

都市再生整備計画（第３回変更）

信濃
し な の

国分寺
こ く ぶ ん じ

地区
ち く

長野
な が の

県
け ん

　上田
う え だ

市
し



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 120 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

百人 平成19年度 平成25年度

ｋｍ 平成19年度 平成25年度

国分寺史跡の観光人口 博物館の来館数
　利便性と、快適性を高める都市基盤整備を図ることにより、
観光を中心とする賑わいのある市街地の再生を目指す。

133 150

歩道整備済延長 整備済の歩道延長
　地域住民、通勤や通学者が安心して通行できる歩行空間
の充実を目指す。

6.6 7.1

　　歴史と自然を活かし、市民及び来訪者の利便性、快適性を高める都市基盤整備を図り、安全で快適な生活空間の創出と歴史的景観の保全を図る。
　　　　　　①　道路を整備し、観光充実による利便性と快適性の向上
　　　　　　②　安全性の高い道路整備

･当地区は奈良時代に建立された国分寺を中心に住居地区として発展し ている。
・現在でも文化財や歴史的建造物、道路形態が当時の面影を残し、集落が形成されてきている。
・国分寺史跡にある博物館は昭和５５年に開館し、最近の来訪者はほぼ横ばいの状況になっている。
・国分寺史跡から北に位置する信濃国分寺の八日堂縁日は毎年、多くの参拝者が訪れている。
・平成13年度にはしなの鉄道「信濃国分寺駅」が新設され、第１中学校などの通学や通勤者が利用している。
・平成21年3月には当地区北端において市道川辺町国分線と国道18号バイパスが結束された。
・神川沿いには、障害者福祉施設、神川公民館があり平成18年度にはこの隣地に消防分団庫が建設された。

・歴史的遺産を活かした観光・交流の推進が図られていない。
・国分寺史跡を中心とした神社仏閣、歴史的な街並みを活かし、地域資源を結ぶ道路の充実が図られていない。
・駅を中心とした通勤、通学路の整備が立ち遅れている。
・国道18号バイパスと市道が結ばれ、交通量の増加が見込まれるが、これを受け入れる道路が整備されていない。
・公共施設への道路が単線であり、緊急時には迂回する道路が未整備である。
・国道１８号を中心に交通量が多く、交通渋滞、交通事故が慢性的になっている。

「第一次上田市総合計画」
　・歴史的な資源を保全・活用したまちづくり　　⇒　歴史的資産を活用した基盤の整備
　・市民や来訪者が安心して行き交うまちづくり　　⇒　道路交通環境の整備

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値
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都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

事業終了後の住民等による継続的なまちづくり活動の内容
　・人の集まる魅力的なイベント開催、運営につながる学習活動。

方針に合致する主要な事業

道路を整備し「利便性と快適性の向上」
　・国道１８号バイパスの端部における交通の分散と駅に直結する道路の整備をする。
　・歴史的な街なみを残す環境にあわせた、道路整備を行う。

・道路事業(基幹事業)　国分小岩門線
・高質空間形成施設(基幹事業)　国分常田線（国分寺参道）

「安全性の高い道路整備」
　・狭少で危険な生活道路を改良し、安全性の向上を図る道路整備。
　

・道路事業(基幹事業)　国分小岩門線
・道路事業(基幹事業)　黒坪４号
・地域創造支援事業(提案事業)　通学路安全施設整備



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 上田市 直 L＝500m 平成21年度 平成25年度 平成21年度 平成25年度 843 843 843 843

上田市 直 L＝150m 平成21年度 平成22年度 平成21年度 平成22年度 23 23 23 23

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 上田市 直 L=160m 平成22年度 平成24年度 平成22年度 平成24年度 27 27 27 27

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 893 893 893 893 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
上田市 直 L＝300m 平成21年度 平成23年度 平成21年度 平成23年度 15 15 15 15

0

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 15 15 15 15 …B
合計(A+B) 908

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

通学路安全施設整備事業 久保林認定外道路 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

国分常田線 0

－

－

（市道）　黒坪４号線 0

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

（市道）　国分小岩門線 0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 908.0 交付限度額 363.2 国費率 0.40



国分寺史跡の観光人口 （百人） 133 （ 19年度 ） → 150 （ 25年度 ）

歩道整備済延長 （ｋｍ） 6.6 （ 19年度 ） → 7.1 （ 25年度 ）

　信濃国分寺地区（長野県上田市）　整備方針概要図

目標
歴史と自然を活かし、市民及び来訪者の利便性、快適性を高める都市基盤

整備を図り、安全で快適な生活空間の創出と歴史的景観の保全を図る。

代表的な

指標

N ■基幹事業

道路事業 国分小岩門線

□提案事業

地域創造支援

通学路安全施設整備事業

■基幹事業

高質空間形成施設

国分常田線

■基幹事業

道路事業 黒坪4号線

信濃国分寺

千曲川

神川

信濃国分寺
史跡公園

市道川辺町国分線

国道18号バイパス

国道18号

信濃国分寺駅

しなの鉄道

500 1,0000



【提出様式】 

まちづくり交付金の事前評価チェックシート 

 

地方整備局名 関東   都道府県名 長野県   市町村名 上田市  地区名 信濃国分寺地区 

Ⅰ．目標の妥当性 チェック欄 

①都市再生基本方針との適合等 

1) まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 
（該当するものに○） 1.中心市街地活性化 2.防災 3.少子高齢化 4.人口定着 ⑤.観光・交流  

6.アメニティ ⑦.交通利便性 8.都市活力 9.地域コミュニティ 10.その他 

○ 

2) 上位計画等と整合性が確保されている。 
（該当するものに○） ①.市町村総合計画 2.都道府県長期計画 3.都市再生緊急整備地域  

4.構造改革特別区域 5.地域再生計画 6.全国都市再生モデル調査 

7.被災市街地 8.中心市街地活性化計画 ⑨.その他 

○ 

②地域の課題への対応 

1) 地域の課題を踏まえてまちづくりの目標を設定している。 ○ 

2) まちづくりの必要性という観点から地区の位置付けが高い。 ○ 

Ⅱ．計画の効果・効率性  

③目標と事業内容の整合性等 

1) 目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○ 

2) 指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○ 

3) 目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○ 

4) 指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○ 

5) 地域資源の活用やハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○ 

④事業の効果 

1) 十分な事業効果が確認されている ○ 

2) 事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○ 

Ⅲ．計画の実現可能性  

⑤地元の熱意 

1) まちづくりに向けた機運がある。 ○ 

2) 住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○ 

3) 継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○ 

⑥円滑な事業執行の環境 

1) 計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○ 

2) 交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○ 

3) 計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○ 
 


